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第 54 条 交流学生とは、本大学と他大学との交流協定に基づき本大学院研究科の特定の授業科目を履修す

ることを許可された者をいう。

第 55 条 科目等履修生、委託生、研究生、協定留学生及び交流学生は、第７条に定める入学定員及び収容

定員に算入しない。

第 56 条 科目等履修生及び交流学生は、その履修した科目について受験することができる。これについて

研究科委員会の議を経ることを要しない。

2 前項により試験に合格した者に対しては、本大学院所定の単位を与える。

また、科目等履修生が成績証明書を請求したときは、これを交付する。

第 57 条 委託生、研究生及び協定留学生が、その履修した授業科目について受験を希望した場合には、研

究科委員会の議を経てこれを許可することがある。

2 前項により受験を希望した者が成績証明書を請求したときは、これを交付する。

第 58 条 科目等履修生、委託生、研究生、協定留学生及び交流学生についての細目は、別に定めるところ

による。

第 59 条 科目等履修生、委託生、研究生、協定留学生及び交流学生は、正規の学生と同じく一般規則を遵

守しなければならない。

第 60 条 本大学院入学資格と同等以上の学力を有し、かつ外国公館の証明ある外国人学生は選考の上入学

を許可することがある。

第 11 章　学年、学期及び休業日

第 61 条 本大学院の学年は、４月１日に始まり翌年の３月 31 日に終わる。

2 学年を分けて２学期とし、第１学期・第２学期と称する。

3 前項の学期の期間については、別に定める。

第 62 条 授業を行わない日は、次のとおりとする。

一　日曜日

二　国民の祝日に関する法律による祝日と休日

三　開学記念日　５月 15 日

四　開院記念日　10 月 17 日

五　春季休業　２月上旬から３月下旬まで

六　夏季休業　８月上旬から９月中旬まで

七　冬季休業　12 月下旬から翌年１月上旬まで

第 63 条 学長は、必要がある場合には、前条の規定にかかわらず、臨時に授業を行う日又は授業を行わな

い日を定めることができる。

第 12 章　厚生保健施設その他

第 64 条 学生は、別に定める規定にしたがって次の施設を利用することができる。

一　学寮

二　集会施設

輔仁会館

三　生活相談施設


